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  （百万円未満切捨て）
１．平成30年７月期第３四半期の連結業績（平成29年８月１日～平成30年４月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年７月期第３四半期 8,188 17.8 218 △27.3 222 △28.5 112 △44.3 

29年７月期第３四半期 6,953 17.6 300 2.1 310 1.9 202 1.9 
 
（注）包括利益 30年７月期第３四半期 110 百万円 （△45.3％）   29年７月期第３四半期 202 百万円 （1.9％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年７月期第３四半期 26.32 25.34 

29年７月期第３四半期 48.47 46.36 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年７月期第３四半期 7,514 2,594 34.5 600.19 

29年７月期 6,286 2,223 35.4 531.27 
 
（参考）自己資本 30年７月期第３四半期 2,594 百万円   29年７月期 2,223 百万円 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年７月期 － 5.00 － 10.00 15.00 

30年７月期 － 5.00 －     

30年７月期（予想）       10.00 15.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 
３．平成30年７月期の連結業績予想（平成29年８月１日～平成30年７月31日） 
  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 11,300 15.0 550 △9.1 530 △15.0 290 △24.5 67.64 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規  1社  （社名）株式会社Ｒ．Ｔパートナーズ、除外  1社  （社名）株式会社Ｒ．Ｔパートナーズ 

(注)詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）」をご覧ください。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年７月期３Ｑ 4,322,340 株 29年７月期 4,185,800 株 

②  期末自己株式数 30年７月期３Ｑ 46 株 29年７月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年７月期３Ｑ 4,275,287 株 29年７月期３Ｑ 4,169,115 株 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用、所得環境の改善傾向が続き、緩やかな回復基調が見ら

れた反面、米国政権の政策運営や北朝鮮情勢の緊迫化など、海外における不安定な政治動向から依然として先行き

不透明な状況が続いております。 

外食業界におきましては、景気回復による個人消費マインドの改善が期待されるものの、多様化する顧客ニーズ

の変化に加えて、競合企業との競争激化、原材料価格の高騰、人手不足に伴う人材確保難や人件費上昇等により引

き続き厳しい状況で推移しております。 

このような状況の中、当社グループでは地方行政機関との取り組みによる新規出店、エリア活性化プロジェクト

への参画など地域創生ネットワークの形成を推進するとともに、平成29年９月には京都・南禅寺において60年の歴

史を持つ料理旅館菊水を経営する株式会社菊水を連結子会社化し、当社独自の文化との融合による新たな店舗開発

への取り組みを進めております。また各店舗運営子会社の特色と強さを発展させる組織再編を行い、従来の運営体

制の強化及び今後の新規プロジェクトを勘案した経営マネジメント層の育成に注力し、グループ全体の更なる成長

を視野に入れた人材組織戦略への取り組みを強化しております。また、店舗運営に関しましては、店舗運営子会社

における各店舗の状況に合わせたきめ細かいレストラン運営に取り組む一方で、新規店舗における顧客満足度と収

益性を向上させる店舗運営方法の確立、ビアガーデンやバーベキュー、こたつテラス等季節に応じた店舗運営、営

業企画やイベントの立案などの取り組みを実施しております。 

当第３四半期連結累計期間における当社及び連結子会社の店舗の増減といたしましては、行政・公共機関戦略に

おけるオープンが１店舗、不動産デベロッパー戦略において１店舗をクローズ、２店舗をオープン、また新たに連

結の対象に加えた株式会社菊水の１店舗及び株式会社リアルテイストの15店舗を大学・その他戦略に区分しており

ましたが、平成30年４月に株式会社リアルテイストの株式の66.0％を保有する株式会社Ｒ.Ｔパートナーズの全株

式を譲渡したため、株式会社リアルテイストの15店舗は連結子会社の店舗から除外しております。結果、当第３四

半期連結会計期間末における当社グループの運営する店舗数は81店舗となっております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は8,188,328千円（前年同四半期比17.8％

増）、営業利益は218,553千円（前年同四半期比27.3％減）、経常利益222,277千円（前年同四半期比28.5％減）、

親会社株主に帰属する四半期純利益112,508千円（前年同四半期比44.3％減）となっております。 

なお、当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書には株式会社リアルテイストの業績は含まれてお

ります。 

 

出店戦略別及び事業別の業績は以下のとおりであります。 

① バッドロケーション 

バッドロケーション戦略におきましては、新たなエリア開拓を推進する一方で、大型、複合型物件の開発によ

り食と融合した新たな店舗開発を推進しております。またバッドロケーション戦略の店舗の運営安定化を目的

に、不動産定期借家契約による退店リスクのある物件につきましては土地、建物、借地権取得など不動産保有を

推進し、店舗運営の安定化による収益性向上、不動産価値向上による財務体質の改善に努めております。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末におけるバッドロケーション戦略の店舗数は、関東地区19店舗、関西

地区７店舗、その他地域２店舗の計28店舗となり、当第３四半期連結累計期間における売上高は2,364,039千円

（前年同四半期比7.7％増）となりました。 

 

② 不動産デベロッパー 

不動産デベロッパー戦略におきましては、好立地、特別な店舗家賃での誘致や初期投資の軽減など好条件での

物件獲得を行うことができ、売上規模、収益性、話題性の高い物件を選定することで当社の個性を活かした店舗

開発を推進しております。平成29年２月から始動した東京都港区の「新虎通り」一帯に誕生した日本全国のヒ

ト・モノ・コトの魅力を国内外へ発信する「旅する新虎マーケット」においては、継続して出店自治体の特産を

使ったメニュー提供の他、特産や風土を演出するブースの出店を行い、地方創生へとつなげる取り組みを実施し

ております。平成29年８月には滋賀県蒲生郡の「トーキョークレープガール 滋賀竜王店」をクローズ、平成29

年11月には滋賀県守山市の大型商業施設「ピエリ守山」にて「オレンジバルコニー」をオープン、平成30年３月

には日比谷公園前の再開発プロジェクト「東京ミッドタウン日比谷」におけるキーテナントとして「ドローイン

グ ハウス・オブ・ヒビヤ」をオープンしております。また平成30年４月には「ルミネ池袋」のレストランフロ

アに直結した屋外の「イケレスガーデン」に「インザグリーン ビアガーデン＆ＢＢＱ」を期間限定オープン

し、当社が同施設にて運営する「グッドモーニングカフェ ルミネ池袋」と共に、賑わい向上へ繋がる様々な取

り組みを実施しております。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末における不動産デベロッパー戦略の店舗数は、関東地区23店舗、関西

地区11店舗の計34店舗となり、当第３四半期連結累計期間における売上高は3,162,934千円（前年同四半期比

1.6％増）となりました。 
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③ 行政・公共機関 

行政・公共機関戦略におきましては、新たな地方自治体との取り組みにおいて、その街ならではのオリジナル

な業態の開発、地域活性化イベントの開催などを行い、地域創生ネットワークの形成を推進しております。平成

29年８月には茨城県水戸市中心市街地活性化に向けた新施設「まちなか・スポーツ・にぎわい広場」内におい

て、周辺環境を活かしたオープンテラスカフェ「オープンテラス ミーイート」をオープンしております。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末における行政・公共機関戦略の店舗数は、関東地区２店舗、関西地区

８店舗、その他地域１店舗の計11店舗となり、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,542,939千円（前

年同四半期比39.4％増）となりました。 

 

④ 大学・その他 

大学・その他戦略におきましては、学生のみならず近隣住民へのターゲット層の拡大及びコストコントロール

による収益性改善を進めております。 

また、平成30年４月に株式会社リアルテイストの株式の66.0％を保有する株式会社Ｒ.Ｔパートナーズの全株

式を譲渡したため、株式会社リアルテイストの15店舗は大学・その他戦略の店舗数から除外しておりますが、当

第３四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書には株式会社リアルテイストの業績は含まれております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末における大学・その他戦略の店舗数は、関東地区１店舗、関西地区５

店舗、その他地域２店舗の計８店舗となり、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,010,836千円（前年

同四半期比148.4％増）となりました。 

 

⑤ その他の事業 

その他の事業は、企業、行政機関などに対して、地域ブランド振興、カフェやレストランの企画・開発等のコ

ンサルティングを行っております。当第３四半期連結累計期間における売上高は107,578千円（前年同四半期比

18.2％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末と比較して、1,228,349千円増加し7,514,970千円と

なりました。 

流動資産につきましては、前連結会計年度末と比較して、194,434千円増加し2,010,263千円となりました。こ

れは主に現金及び預金の増加185,521千円によるものであります。 

固定資産につきましては、前連結会計年度末と比較して、1,033,915千円増加し5,504,706千円となりました。

これは主に新規出店に伴う建物及び構築物の増加172,357千円、連結子会社の増加等による土地の増加522,749千

円によるものであります。 

 

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比較して、857,938千円増加し4,920,773千円とな

りました。 

流動負債につきましては、前連結会計年度末と比較して、148,449千円減少し1,702,188千円となりました。こ

れは主に未払金の増加80,369千円、１年内返済予定の長期借入金の減少104,867千円、未払法人税等の減少

149,837千円によるものであります。 

固定負債につきましては、前連結会計年度末と比較して、1,006,387千円増加し3,218,585千円となりました。

これは主に長期借入金の増加1,035,577千円によるものであります。 

 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比較して、370,411千円増加し2,594,196千円と

なりました。これは主に資本剰余金の増加309,162千円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成30年２月20日付公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」の予想数値に変

更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成29年７月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成30年４月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,180,754 1,366,275 

売掛金 285,339 312,150 

商品及び製品 91,223 101,531 

原材料及び貯蔵品 37,516 35,537 

繰延税金資産 41,417 32,629 

その他 179,577 162,138 

流動資産合計 1,815,829 2,010,263 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,870,032 2,042,390 

機械装置及び運搬具（純額） 18,762 22,584 

工具、器具及び備品（純額） 346,036 356,904 

土地 768,684 1,291,434 

リース資産（純額） 346,965 315,532 

建設仮勘定 146,255 291,207 

有形固定資産合計 3,496,737 4,320,052 

無形固定資産    

のれん 1,597 83,805 

借地権 308,655 366,628 

その他 6,245 6,301 

無形固定資産合計 316,498 456,734 

投資その他の資産    

差入保証金 445,717 484,430 

投資有価証券 17,150 17,350 

繰延税金資産 73,978 79,002 

その他 120,709 147,136 

投資その他の資産合計 657,555 727,919 

固定資産合計 4,470,791 5,504,706 

資産合計 6,286,620 7,514,970 

 

- 4 -

株式会社バルニバービ　(3418)　平成30年７月期　第３四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成29年７月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成30年４月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 278,643 276,490 

1年内償還予定の社債 20,000 － 

1年内返済予定の長期借入金 594,308 489,441 

リース債務 113,466 120,141 

未払金 432,843 513,213 

未払法人税等 151,778 1,940 

未払消費税等 92,041 94,915 

賞与引当金 3,302 13,209 

その他 164,253 192,835 

流動負債合計 1,850,637 1,702,188 

固定負債    

長期借入金 1,703,776 2,739,353 

リース債務 268,827 226,736 

資産除去債務 204,033 216,493 

その他 35,560 36,002 

固定負債合計 2,212,197 3,218,585 

負債合計 4,062,835 4,920,773 

純資産の部    

株主資本    

資本金 402,370 414,685 

資本剰余金 453,786 762,948 

利益剰余金 1,367,629 1,416,698 

自己株式 － △135 

株主資本合計 2,223,785 2,594,196 

純資産合計 2,223,785 2,594,196 

負債純資産合計 6,286,620 7,514,970 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年８月１日 

 至 平成29年４月30日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年８月１日 
 至 平成30年４月30日) 

売上高 6,953,587 8,188,328 

売上原価 1,973,052 2,319,961 

売上総利益 4,980,534 5,868,366 

販売費及び一般管理費 4,680,088 5,649,812 

営業利益 300,446 218,553 

営業外収益    

受取利息 21 190 

受取配当金 － 12,000 

受取保険金 1,601 2,186 

消費税差額 21,774 7,034 

その他 6,285 7,905 

営業外収益合計 29,682 29,317 

営業外費用    

支払利息 13,588 15,207 

シンジケートローン手数料 3,222 6,397 

その他 2,440 3,987 

営業外費用合計 19,251 25,592 

経常利益 310,877 222,277 

特別利益    

固定資産売却益 － 3,355 

関係会社株式売却益 － 18,170 

特別利益合計 － 21,526 

特別損失    

固定資産除却損 － 748 

店舗閉鎖損失 2,416 1,748 

特別損失合計 2,416 2,496 

税金等調整前四半期純利益 308,461 241,307 

法人税、住民税及び事業税 135,085 128,816 

法人税等調整額 △28,718 1,849 

法人税等合計 106,366 130,665 

四半期純利益 202,095 110,641 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △1,866 

親会社株主に帰属する四半期純利益 202,095 112,508 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年８月１日 

 至 平成29年４月30日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年８月１日 
 至 平成30年４月30日) 

四半期純利益 202,095 110,641 

四半期包括利益 202,095 110,641 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 202,095 112,508 

非支配株主に係る四半期包括利益 － △1,866 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成29年８月22日付で当社と株式会社Ｒ.Ｔパートナーズの間で締結した株式交換契約書に基づき、平

成29年10月24日を株式交換の効力発生日として、当社を株式交換完全親会社、株式会社Ｒ.Ｔパートナーズを株式

交換完全子会社とする株式交換を行いました。当社は本株式交換に際して、株式会社Ｒ.Ｔパートナーズの普通株

式3.55株に対して、当社の普通株式１株を割当交付いたしました。

この結果、資本剰余金が296,846千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が762,948千円と

なっております。 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

第１四半期連結会計期間より、平成29年９月１日付で、株式会社菊水の株式を70.0％取得したことに伴い、同社

を連結の範囲に含めております。

また、平成29年10月24日付で、当社を株式交換完全親会社とし、株式会社Ｒ.Ｔパートナーズを株式交換完全子

会社とする簡易株式交換を実施したことに伴い、同社及びその子会社（66.0％の株式を取得）である株式会社リア

ルテイストを連結の範囲に含めております。なお、株式会社Ｒ.Ｔパートナーズは当社の特定子会社に該当してお

ります。

当第３四半期連結会計期間において、当社の特定子会社であった株式会社Ｒ.Ｔパートナーズの株式を全て譲渡

したことにより、株式会社Ｒ.Ｔパートナーズは特定子会社に該当しないこととなり、連結の範囲から除外してお

ります。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

当社グループは、飲食店運営事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
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